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庭木にはカイガラムシ類が多発しますが、発見

が手遅れになることが多いこともあり、防除に苦

労されていることと思います。 

そこで、今回はカイガラムシ類をできるだけ早

く発見する方法と容易に入手できる農薬の種類な

どについて紹介したいと思います。 

 

カイガラムシ類の発生を早く発見する方法 

葉にすす病が発生して黒くなったり、アリが樹

に上がり始めたり、樹木全体の樹勢が何となく衰

えたりすると、要注意です。枝や葉をよく観察し

てください。大型のカイガラムシ類であればすぐ

見つけることができますが、小さい場合には 10

倍程度のルーペでカイガラムシ類であるか否かを

確認してください。 

 

カイガラムシ類の防除用農薬 

カイガラムシ類であることが確認したら、防除

を実施してください。以下に、ホームセンター等

で容易に購入できる農薬を列記します。 

・ アクテリック乳剤の 500～1000倍液を散布し

ます。対象樹種はツバキ類、マサキ、バラ、サ

クラです。 

・ オルチオン乳剤の 200 倍液を散布します。対

象樹種はツツジ類です。 

・ スミチオン乳剤の1000倍液を散布します。対

象樹種はコデマリです。 

・ カダン K を噴射する。冬期と夏を通じての対

象樹種であるマサキ、ゲッケイジュ、マツ、ツ

バキ類、スギ、モッコク、ツゲ、ツツジ類、モ

クセイ、サンゴジュ、モチノキ、アオキの場合

は、霧が均一に付着するよう約50cmはなれた

所から断続的に噴射する。冬期のみの対象樹種

である落葉性低木類の場合は、10～20cm離れ

た所から枝及び虫体に霧が十分付着するよう

断続的に噴射する。 

・ ベニカＤＸを 30cm 以上離れた所から数回断

続して噴射する｡対象樹種は、サザンカ、マサ

キ、ボケです。 

 

・ ベニカＤスプレーを噴射する。対象樹種はツ

バキ類です。 

・ カイガラタタキを噴霧液が均一に付着するよ

うに 30cm 以上離れた所から数回断続して噴

射する。対象樹種は、ツバキ類、ツツジ類、マ

サキです。 

・ キングマシンエアゾールを噴霧液が均一に付

着するように 30cm 以上離れた所から数回断

続して噴射する。対象樹種は、ツバキ類、ツツ

ジ類、マサキです。 

・ カルホスエアゾールを噴霧液が均一に付着す

るように約 30cm 離れた所から数回断続して

噴射する｡対象樹種はマサキです。 

・ タイクーン乳剤の 750～1000倍液を散布しま

す。対象樹種はツバキ類です。 

・ マシン油 A 乳剤 AL を希釈せずそのまま散布

する。対象樹種は、マサキ・ツバキ類、ヤブツ

バキです。 

使用される場合は、購入された農薬の説明書を

良く読んでから使用してください。例えば、マシ

ン油乳剤では使用時期によって希釈倍数に違いが

あります。間違えると庭木に薬害が発生し、ひど

い場合には枯れることもあります。 

上記以外の農薬でカイガラムシの防除に有効な

薬剤として、スプラサイド乳剤４０（樹木類を対

象に1000～1500倍を散布）とカルホス乳剤（樹

木類、ツバキ類、マサキ、モッコクを対象に1000

倍を散布）があります。これらは、「激物」に指定

されています。 

 

その他 

薬剤以外の方法でも防除可能です。使い古しの

筆の毛を１ｃｍ程度残して切り落とし、反対の柄

（竹）の先を斜めに切って先を尖らした道具を使

って、葉などの広い場所では毛を使い、凹凸のあ

る狭い場所では竹の先で落とします。 

タワシや歯ブラシなどで擦り落とす方法もあり

ます。試みてください。 

 


